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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜祈りのために＞
パウロがこう弁明していると、フェストゥスは大声で言った。「パウロ、お前は頭がおかしい。学問のしすぎで、おかしくなったのだ。」パウロは言った。「フェストゥス閣下、わたしは頭がおかしいわけではありません。真実で理にかなったことを話しているのです。」（使徒言行録26：24-25）
エルサレムに到着したパウロは、神殿の境内で逮捕され、ユダヤ人の指導者たちによって暗殺されそうになったり、総督に訴えられたりしました。しかしそのことは、時代の権力者である総督フェリクスやフェストゥス、またアグリッパ王とベルニケに、次々と救いの証しをし、信仰を奨める機会となりました。パウロに対する権力者の反応は、「お前は頭がおかしい」というものでした。また、「短い時間でわたしを説き伏せて、キリスト信者にしてしまうつもりか」（26：28）ともいわれました。
権力を私たちはどう考えているでしょうか。権力は、私たちを支配する目に見えない巨大な力であり、それに対して、長いものにまかれろ、あるいは権力に逆らっても太刀打ちできるすべがないので、逆らわない方がよいと考えているかもしれません。しかし、とてつもない巨大な力と思える権力を執行しているのは人間です。
パウロは、権力を執行している権力者に対して自分の信じるところを真っ向から語っています。アグリッパ王たちの前で、恐れることなく、ひるむことなく語っています。そのような態度の拠り所は、「罪の赦しを得、聖なるものとされた人びとと共に恵みの分け前にあずかるようになる」（26：18）ことがどれほど幸いなことかを経験し、また心から確信していたからです。パウロの語った内容は権力者にとって気に入らないこと、逆らうことであるかもしれませんが、パウロからすると、真実で理にかなったことであるわけです。
神様はキリスト者を、祝福の源としてくださいました。その祝福は神様ご自身が創られた、自国ばかりでなく他国を含む、万民の祝福です。「今日この話を聞いてくださるすべての方が、私のようになってくださることを神に祈る」ということを証しする人であり、御言葉に基づく真実で理にかなったことを話す人（26：29）を通してなされていく祝福です。
今年も主の導きを求めて委ねられている働きに邁進して行きましょう。
（祈り）
「権力を恐れることなく、真実で理にかなったことを話すものとしてください。」
栗田英昭（大会靖国神社問題特別委員会委員長、多摩ニュータウン永山伝道所牧師）
「靖国神社問題とわたし」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀江　法夫（大垣教会長老）
私が教会へ行き始めたのは1970年頃で、教会では靖国神社国家護持法案反対の呼びかけをしていたのを覚えている。ちょうどこの頃、大垣では超教派で信徒が中心になって信徒会が組織され、20才の私は学びと交わりを得ることができた。信徒会は月に一度の例会を持ち、それが現在もなお活動している。
　私自身、靖国神社問題を考え始めたきっかけは40年ほど前。この信徒会での体験であった。当時、私はよく理解しないままに「靖国神社問題は教会にとって大切な問題だ」と10人ほどのメンバーの中で発言した。その時、ある老信者が静かにはっきりとした口調で私を見つめて、このように言われた。「君は美濃ミッションの教会が迫害にあって苦しんでいる時、君の教会の執った態度を知っているのかね。私（老信者）は忘れることができない」と。何も知らなかった私は、返す言葉がなかった。
美濃ミッションの迫害とは、1929年、美濃ミッションの教会員の子供が学校での神社参拝を拒否したことに始まる。さらに伊勢神宮参拝も拒否し、これらのことが新聞に報道され、大垣市民による美濃ミッション排撃運動として発展して行った。この時に日本キリスト教会大垣教会は、「神社に低頭するのはキリスト教信仰に何らさしつかえない」との考えを示し、結果として美濃ミッションを窮地に追いやった。
時は流れて2003年2月9日、大垣教会の牧師と私たち長老は、美濃ミッションの石黒次夫牧師を訪ねて謝罪した。この時、石黒牧師は次のようなことを言われた。「今日、訪問してきてくれたことはうれしいことであるが、これから再び迫害が起きる時にどうして行くか、そのことが大切だ」。要するに、謝罪することも意味のあることだが、これから再び困難な時にどう取り組むかが大切だ、と言われたのである。
先日の第64回日本キリスト教会大会で、「今後自衛隊の派遣で戦死者が10人・20人と出た時に、国民は一気に靖国神社の国家護持を叫ぶであろう。この時に教会はどれだけ抵抗できるのか」という発言があった。実際、朝日新聞等報道機関の力は大きく下がっている。これでは戦前と同じで、ものが言えない日本になって行く。私たちは30年前、教会の中で「戦前の教会指導者はなぜ神社参拝強要に屈服したのか」と批判してきた。
それが現在、教会はどうであろうか。靖国問題を教会で正面から向き合うと、教会として重荷となることは予想できる。現在すでにそうであるように、さらに今後、教会の取り組み方は両極化して行く。教会の中で、強い意見よりも柔らかい考えが好まれ、強い保守政権が国民を戦争や神社参拝に駆り立てて行く中で、間違いなく巧妙に教会の中にも浸透してくる。もうすでに大きく傾いているように見えるが、どうであろうか。日本はアメリカも心配するほどに保守化し、近隣諸国と緊張関係が高まっている。一方、アメリカにとって自国以外の国が戦争することで特需が生まれ、アメリカの国益となる。
教会は地の塩として正しく声を上げていくことを、神から託されている。教会が国に迎合することで一見教会員は安心するが、霊的な信仰の成長は望めない。そこには信仰の訓練や忍耐・祈りは見出されない。
信仰者はそれぞれに地域社会の中に遣わされている。大なり小なり地域との関わりを持っている。私自身、保守的な田舎で生活をしている。今でも正月には村の代表者が伊勢神宮に参拝し、これを迎える神事で一年が始まる。しかし自分の考えを話すことで理解を得、神事から免除されている。今なら話せば分かってもらえる。異なる宗教であっても互いにその生き方を尊重し合って、この地域に住み続けることが豊かな社会になると信じる。
2014年度第2回学習会報告　東京中会靖国神社問題特別委員会
齋藤　修（中会靖国神社問題特別委員会委員　磐田西教会牧師）
　2014年12月4日(木)午後6時30分から、鶴見教会において、古関彰一獨協大学名誉教授(憲法成立史)を講師に表記の集会が行われました。主題は「集団的自衛権の行使、閣議決定から国会へ」です。講師は当委員会が事前に中会内諸教会・伝道所に送付したこの集会の案内において、集団的自衛権の行使容認についての閣議決定が異常事態であることをまず指摘しました。そして、次の国会では、憲法の事実上の改正が行われることを危惧しています。さらに、そのような中で私たちが2015年の戦後70年をどのように迎えたらよいのか、今後を考えたいと思う、と講師からのメッセージを結びました。また、共著である、『集団的自衛権と安全保障』(岩波新書)を読んでの出席を希望されました。
　当日の講演は、ヤスクニ通信2015年1月号に同封されたレジメにあるように、現在の世界情勢に始まり、安倍政権の問題性を憲法や経済、隣国との関わり等から分析し、来年2015年がどのような意味を持った年であるのかを説明しつつ、本論に入りました。
　本論は大きく二部構成です。まず、
Ⅰ集団的自衛権　では、集団的自衛権閣議決定の内容を確認した後、次に解釈改憲と閣議決定の問題点を指摘し、閣議決定は「集団的自衛権」を認めているのか、と疑問を投げかけます。そして、むしろ問題は、国家安全保障会議の性格と閣議決定後の法制化である、とします。それ故、私たちは集団的自衛権の法制化法案の廃止に向かって行く必要がある、と強調しました。
　次に講師は、
Ⅱ今後に向かって　では、近代が終焉に向かっており、これまでの国民国家が変化を求められている時代になってきている、として、これからは非軍事による安全保障の構築が必要であるとします。そしてその際、「地球環境」の保護こそが最大の安全保障である、としました。
　講演後は、予定終了時刻の午後8時30分を越えるほど有意義な質疑応答がなされ、参加者にとって多くの示唆を与えられた学習会であったと思います。私たちはこれらを、信仰の立場から改めて今後の歩みに生かして行くことが大切でしょう。 ただ、天候や日程の関係からか参加者が30名に満たなかったのは大変残念でした。
なお、2015年1月に出されたヤスクニ通信に同封された同講演のレジメを、お手数をお掛けすることになるかと思いますが、各教会において増す刷りして下さり、一人でも多くの方に課題を共有していただけますと幸いです。
また、講師はこの4月にも著書を出版なさるそうです。
＜ヤスクニ・ニュース＞
北星学園大が植村隆（慰安婦報道記者）講師と再契約
　16日、午後3時頃から夜遅くまで学内の最高決定機構である評議会会議を開いていた北星学園大学において、午後10時、田村信一学長(総長)は植村隆元朝日新聞記者(56)に、「来年度の契約を更新する」という決定を伝えた。（ハンギョレ新聞14年12月18日）
秋葉原駅での安倍演説「日の丸応援団」の様子を海外メディアが一斉報道
秋葉原駅で選挙前日の、13日、まるで在特会のヘイトスピーチデモや「戦時中」をほうふつとさせるような「日の丸集団」に対して、安倍総理は最終演説を行った。この様子を海外メディアは深刻そうに伝えている。
「日本衆議院選挙、安倍自民党議席大多数獲得。何が起こるのか」
イギリス・BBC、アメリカ・CNN、フランス・FRANCE24、ドイツ・ARD、中東カタール・アルジャジーラ（英語版）、中国・CCTV英語版（外国人向け海外放送）。
(「動画まとめ」から14年12月15日）
集団的自衛権、靖国参拝、河野談話等への見解
創価学会
[集団的自衛権の行使] 他国防衛それ自体を目的とした集団的自衛権の行使には反対。
[靖国神社参拝] 憲法20条の政教分離原則に抵触する恐れと近隣諸国への配慮から反対。
[河野談話の見直し]（河野談話の）見直しの必要はない。
[原発の再稼働] 安全性に疑問があれば、再稼働には反対。
[女性宮家創設] 多くの国民が納得できる結論を望む。　（NEWS ポストセブン12月13日）
立正佼成会
[集団的自衛権の行使] 反対。
[靖国神社参拝] 反対。慰霊自体に反対ではないが、公人の役職者の公式参拝が、宗教への国家権力の介入へと繋がる。「政教分離」の原則や「信教の自由」が脅かされる。
[河野談話の見直し] 教団として特に見解等はない。
[原発の再稼働]原発の恩恵を受けてきた一方で、負の部分から目をそむけて依存度を高めてきた責任は、国民一人ひとりにあると認識している。
[女性宮家創設] 教団として特に見解はない。　　　　　　　　（SAPIO 2015年1月号）
幸福の科学
[集団的自衛権の行使] 決断は当然。中国や北朝鮮が核兵器を含む戦力増強の理由。
[靖国神社参拝] 首相が国の防衛と繁栄のために命を捧げた人々の鎮魂と感謝は正当。
[河野談話の見直し] 強制連行による「従軍慰安婦」なるものはそもそも存在しない。
[原発の再稼働] 賛成。エネルギー政策は同時に国防政策でもある。
[女性宮家創設] 本来は皇室で決めること。　　　　　　　　　（SAPIO 2015年1月号）
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<集会案内>
◇と　き：2015年２月11日(水)13：30～16：00
ところ：西宮中央教会
主題：『主イエスは待っておられる』―教会と国家をつなぐもの―
講師：蓮見幸恵（日本キリスト教会東京中会教師）
◇第49回2.11東京集会
2月11日(水)14時～16時(終了後デモ)
「安倍首相靖国参拝問題と秘密保護法」
井堀哲弁護士（安倍靖国参拝違憲訴訟弁護団事務局長）
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